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選挙管理委員会 事務局機構図  

平成2 0年6月 2 日現在   



員会 

選挙管理委事務局 事務分掌  

選 挙 課  

庶 ◆務 係  

（1）局内の予算及び決算に関すること。  

（2）局内の人事及び文書に関すること。  

（3）局の危機管理に関すること。  

（4）公印の管守に関すること。  

（5）他の係の主管に属しないこと。  

啓 発 係  

（1）選挙思想の常時啓発に関すること。  

（2）各種選挙時の啓発に関すること。  

選 挙 係  

（1）選挙管理委員会に関すること。  

（2）委員会の議事に関すること。  

（3）区選挙管理委員会に関すること。  

（4）各種選挙の執行及び管理指導に関すること。  

（5）直接請求事務に関すること。   



平成20年度  

予 算 説 明  

選挙管理委員会事務局   



平成20年度一般会計歳入予算説明  

平成20年度一般会計歳出予算説明   



平成20年度 一般会計歳入予算説明  

科  目  本年度予算額  前年度予算額  差引増△減   説  明   
説明書  

対照頁   

千円  千円  千円  

16款 国 庫 支 出 金  1，488  0  1，488  

3項 国 庫 委 託 金  1，488   0   1，488  

1日 総務費国庫委託金  1，488   0   1，488  

1，488  
（4）  1，488  裁判員候補者予定者名簿調 製費に対する国庫委託金  57   

17款 県   支   出   金  7，594   1，663，227  △1，655，633  

2項 県   補   助   金  1，197   1，260   △63  

1目 総務費 県補助金  1，197   1こ260   △63  

るい選挙推進費  
（1）  1，197   1，260   

明るい選挙推進に対する  

付  金  △63   県交付金   
62  

3項 県  委  託  金  6，397   1，661，967  △1，655，570  

1目 総務費 県委託金  6，397   1，661，967  △1，655，570  

海区漁業調整委員会  神奈川海区漁業調整委員  
（4）委員選挙人名簿  25   25   0   全委員選挙人名簿調製費  

調製費′委託金  に対する県委託金   

人   
2，603   2，365   

在外選挙人名簿登録調製  
（5）  238   費に対する県委託金   

65  

平成20年8月7日任期満了に  

3，769  
（6）  

3，769   伴う神奈川海区漁業調整委 員会委員選挙費に対する県  
委託金   

‾地方選挙費  
（廃）  託  金  507，977  △507，977  

議院議員 
（廃） 

選挙費  
託  金  

1，151，600  △1，151，600  

22款 諸  収  入  231   267   △36  

5項 雑  入  231   267   △36  

1目 総 務 費 雑 入  231   242   △11  

（1）広 告 料 収 入   21   242   
△11  新有権者向け選挙啓発 冊子等への掲載広告料   

79  

14日 雑  入  0   25   △25  

（2）社会保険料納付金  25   △25  

歳 入 合 計  9，313   1，663，494  △1，654，181  



平成20年度 一般会計歳出予算説明  

科  目  
説明書  

本年度予算額  前年度予算額  差引増△減   説  明  
対照頁   

千円  千円  千円  

2款 総   務   費  894，064   3，095，916    △2，201，852  

7項 選   挙   費  894，064  3，095，916  △2，201．852  

千円  

（1）市・区選挙管理委員及び  

職員に対する報酬・給料  

819，578  

（2）運営費 24，832  

1目誓芸芸芸   894，064   922，810  △28，746  
（3）選挙常時啓発費22，398  

（4）明るい遜挙推進事業費  

17，296  

（5）農業委員会委員選挙費  

7，417  

（6）海区漁業調整委員会  

委員選挙費 2，543   

（統一地方選挙費）  1，021，506  △1，021，506   （廃 目）   112  

（参議院議員選挙費）  1，151，600  △1，151，600   （廃 目）   112   

歳 出 合 計  894，064  3，095，916  △2，201，852  
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平成20年度  

営 方 針  

イコワトJr 
．  還撃のマスコット   

イコットちやんは灯台。ミナト横浜の明日を照らす選挙と民主主義のマスコットです。   

選挙は、有権者が政治に参加する最も重要な機会であり、積極的な投票参加は、民主政治の  

健全な発展のために欠かすことのできないものであることを認識し、法令に基づき、選挙事務  

の管理執行を適正■円滑に行い、更に、有権者のニーズを踏まえた、投票しやすい環境づくり、  

明るい選挙・投票意識の高揚を積極的に推進してまいります。  

選挙管理委員会事務局   



平成19年度は4月の統一地方選挙、7月の参議院選挙と2つの大きな選挙が行われましたが、区選管と  

連携しつつ準備を計画的に進め、いずれも無事に執行できました。   

特に、統一地方選挙では初めて全639投票所にパソコンによる名簿照合システムを導入して、選挙人の  

待ち時間を短縮するなど投票環境の向上を図ることができました。   

また、投票率については、統一地方選挙（48．20％）、参議院選挙（57．52％）となり、参議院選挙では前回  

を上回るとともに期日前投票も前回の1．7倍を記録しました。   

今後とも名簿照合システムの安定性など投票環境の向上と投票率の更なる向上に取り組んでいきます。  

【名簿照合システムの導入効果（H19．4市議会議員選挙 投票参加状況調査から）】   

質問 全ての投票所の受付に「名簿照合システム」を導入し、パソコンを使用して選挙人名簿との照合を行いましたが、  

待ち時間は短縮されたと思いますか。  

1 相次ぐ法改正など選挙の管理執行の複雑化  

′①選挙は、時間的制約の下に実施する集合的行為で、やり直しがきかない厳しい事務であり、近年の相＼   
次ぐ法改正や厳しい財政状況、経験豊富な職員の減少など管理執行が一層難しいものとなっています。  

②いっ選挙が行われても適正かつ円滑に管理執行できるよう常に準備を整えておく必要があります。  

③21年5月21日にスタートする裁判員制度の候補者予定者抽出事務を正確に行うとともに、国民投票   

法（22年5月施行）に基づく投票人名簿調製等の仕組みづくりを進めていく必要があります。  

2 低い投票率   
／  

①平成19年4月の統一地方選挙の投票率は48．20％、同年7月の参議院選挙の投票率は57．52％と6割   

に満たず、依然として低い投票率です。  

②特に20代の若年層にその傾向が強く現れています。  

③今後、若年層に向けた申・長期的な啓発を強化していく必要があります。  

ヽ、．．一＿．．＿．．＿．．＿．．．．．…－＿‥＿‥＿‥＿‥＿‥＿ ‖＿．．＿．．＿．．＿‖＿‥＿‥＿‥＿‥＿‖＿‥－＿‥－＿．．＿－＿．．＿．＿．．＿．＿‥＿．．．＿－．．－．＿＿．．－＿‥＿‥＿．．＿．．－．．■＿．．＿．．－  

書＋投票率  市議会議員選挙の投票率の推移   

－一風－20代投票率  
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1 情報共有と個人情報保護の徹底  

（1）区選挙管理委員会と一体となった取り組み   

／ ＼  

l 選挙の適正・円滑な執行を目指して、課題解決型プロジェクトや知識・‡  

！経験の継承が求められる事項に関する研究会を設置し、区選管と一体とな  

って課錮決策の検討や優れた取組みなどの愉共有に取り組みます0 

＼  ノ  

数値目標・達成時期  

（軍欄  

①醐東プロジェクト6回  

②テーマ別研究会（2項目）  

各項目ごと4回（計8匝D  

（2）個人情報保護の徹底  
数値目標・達成時期  

／  

‡ 裁判員候補者予定者の抽出や国民投票人名簿の調製など取り扱う個人情報  事故・事務ミスゼロ  

①研究会設置  6月  

②指針完成  9月  

！が増加しており、個人情報保護の一層の徹底を図ります。また、過去の事故i  

！事例の検証を踏まえ、原因の分析・共有を図りながら改善策を検討し指針づ 幸  

くりを行うなど、区・市が一体となって誤送付等の事故防止に取り組みます。‡  

＼‥＿‥＿‥＿‥－‥－‥＿‥＿‥＿‥＿‥－．．－‥－‥＿‥＿．．＿‥＿‥＿．．＿‥＿．．＿‥＿‥＿‥－‥－‥＿  

（3）横浜市職員行動基準の周知徹底  
′‥‾‥ ‾’‥‾‥‾‥‾‥‾●●‾●●‾■■‾‥‾●－‾●■‾‥‾‥‾■’■‘■‾■－‾●‾‖‾‖‾‥‾‥‘‾‥‾‥‾■●‾●卜‾●  

数値目標・達成時期  

職員の政治的中立性確保に関して、問題事案に対する法的判断や職員の相’l  ①個紺巨鉄槌時   

職印珊穿随時  

コンフライアンネ推進室  

と連携  

談窓口として指導を行うほか職員研修へ講師として積極的に参加するなど、－ r  
i職員行動基準の周知徹底を図り全庁的なコンプライアンスを推進します。  

l また、朝ミーティングや全員参加の意見交換会などの機会を活用し、職員  

l行動基準の周知・徹底を図るとともに、職員同士が、何でも話しあえる風通  
1  

しのよい職場をつくります。  ②意見交換会毎週1回  

2 人材育成  

（1）区・市選管職員のスキルアップ  数値目標・達成時期  

新採用職員テキストに選挙事務に関する項目を新設し、選挙が職員必須の  （三）研修（対泰紛  

・棚修4月 紬．村  

・脚月（12区／18め  

・雑諸研修4・5月（繋／Vl15刃  

・櫛修7・11・2月（115入会翰  

i事務であるという横浜市職員としての役割認識を浸透させていきます。  

l また、新たに討議形式の新任係長研修を行うとともに、初任者の育成に向  

lけた研修を早期に実施するほか、全職員を対象に実例対応に重点を置いた実  

務研修を行うなど即戦力を養成します。  

（2）協働による啓発事業の推進  数値目標・達成時期   

約6，500人を超えるボランティア組織である「明るい選挙  6月 市・区明推協会長会議  

（市区会長19人）   

7月 市・区明推協リーダー研修会  

（各区3人計54人）  

11月 市・区明るい選挙推進大会   

通年 各区「明推協だより」を3回発行   

推進協議会」と協働して啓発事業を推進するため、明推協の指導i  

的役割を果たすリーダーの養成を支援し、組織の活性化を図りまl  

lす。また、各区で実施している推進員研修会や「明推協だより」l  

l
、
 
 

を利用して「選挙検定クイズ」を実施するなど、選挙知識の向上  

に努めます。  
■▲▲■－  ●●－  －  －．■■ －．一  一′  

2  



1 大学との連携による啓発手法の研究  

数値目標・達成時期  

／＼ ／′ 慶應義塾大学と連携し、高校隼を中心とした10代の ●・l  

②21年度～22年度  

l生活意識調査を行い、社会・政治への見方、特に社会  

l情報を何から得ているかなどの分析を通して、啓発手法  

を研究します。その研究結果を、市選管の啓発事業を始  

め、各区選管・明推協で実施している、小一中学校での  

んきょフォーラム」や高校や大学の学園祭での「啓1  ホームページや学校での出前授業・学園祭等  

を活用して「若年層向け」啓発事業を展開  一 発事業」に取り入れていきま   

2 選挙事務の改善  

（1）選挙公報の点字1録音版の発行に向けて  
／■‥‾■－…‾－‘■■‾‘‘‥●－‾■‘‾‥‾‥‾‥－■1‾‥’‾‥‾‥‾‥‾‥‾‥‾‥＝‾‥‾‥‾‥‾‥‘‾‥‾‥■‾‥‾‥‾‾  、  

／ 候補者数が多く、日程も限られている市議会議員選挙（国政や市長選挙1  

∴ 

．、・＿ 

i※一部の区で夷施済（19年統一選）神奈川区（点字版）港北区・戸塚区（録音版）l  

＼  

（2）開票事務の改善  
／ ＼  

J 区・市合同による開票事務改善プロジェクトからの①開票作業の合理化  

数値目標・達成時期  

①市区出温ボランティア団駄協ブこ団   

体ヒの調整（モデ／レ2区瀾12月  

（貌1年度10区  

③2年度18区※器年商統十選  

数値目標・達成時期  

！②執行体制の強化などの改善提案を受け、区選管との協議のもと、作業手  ①プロジェクト設置6月  

②開票事務マニュアル作成  

12月   

順の見直しや人材のレベルアップなど具体化を図ります。また、新たにDVD  

を作成し、開票作業中に陥りがちな事例やQ＆Aについて視覚に訴える説明  

i・ 

＼．  

3  



3 新しい制度への対応  

（1）裁判員候補者予定者の抽出  
■－‾ ● ● ‾ ▲ ■ ‾ ■ ■ ‾ ▲ － ●‾■‾ ● ● ■●■－ ● 仁一■■● ト‾●‘● － ‾■‾ ●● ■■■‾’● ‾‾－■‾■■… ■●－ ● － ■■●‾ ● ● ●■●‾● ●’●■‾ ● －‾●■ ● ▲ ‾●‾ － ● ‾■■‾ －‘■‾ ■‘‾ ■ － ‾‘■ ‾ ▲一 ‾ ■‥‾ ■、   

平成20年度は、裁判員候補者予定者を選挙人名簿から抽出する必要があ1  

数値目標・達成時期  

①システム構築7月  

②候補者予定者抽出9月  

③名簿提出10月  

※紺約10，000人  

ります。名簿抽出システムを構築し、裁判所へ候補者予定者名簿を提出し  

iます。（平成21年5月21日制度スタート）  
L  

（2）国民投票法施行に伴う名簿システムの構築  
一■‾’● ‾ 一 －‾ ■ －一■‘‾ ● ■ ‾’■‾ － ● ■‾－ ●● ‾’‘● ■’■’‾ ●’－● ■ ● ■●■●‾ ● ■ ‾■● ■ ‾… －’ ● ■ －■●‾ ■ ■ － ‥ －●－－●‘‾ ■ ト‾●■■－ ■ ■ ‾－■‘▲‘－‾‾‘－‾ 一’－’t ‾’－ ‾■ ■‾  、   

国民投票法の施行（22年5月）に向けた準備として、20年度は18歳以上  

数値目標・達成時期  

①システム検討12月  

②21年度 システム構築  

投票人名簿調製  

※国民投票法施行22年5月  

を対象とする投票人名簿の調製のため、国、県、関係局と調整しながら、  

i名簿システムの構築を進めます。  

l  

4 農業委員会選挙・海区漁業調整委員会選挙の執行  
数値目標・達成時期  

I  

任期満了に伴う農業委員会選挙、海区漁業調整委員会選挙について、期モ   

i目前投票所・当日投票所の設置、従事者の確保、選挙人名簿の調製など諸：  
①農業委員会選挙7月27日  

②海区漁業調整委員会選挙  

7月31日  i準備に万全を期し、適正■円滑に執行します。  

5 せんきょフォーラム事業の新規展開  

数値目標・達成時期  
一‾‥‾‥‾‥‾－‾－‥■■●－●‥■■●■‾‥‾■‾●■■’●‾‥‾’■‾‾■●－‾‾‥－●ト‾‘●‘●●‘－‾‥‾‖‾－‥‘‾‥‾’■‾ 、  

／ 

′ 

ている中、将来の有権者である中■高・大学生にターゲット   

を絞り、学校と区・市選管、区明推協が協働した受講者参加   

型の「せんきょフォーラム」事業の仕組みを構築します。  

＼  

①5月～12月   

プロジェクト設置  

・学校での出前授業として使える「せ   

んきょフォーラム」教材キットの製作  

②通年  

18区で、学校での総合学習時間や学   

園祭、また区民祭り等を利用して受講   

者参加型の「せんきょフォーラム」事   

業を実施   

【せんきょフォーラム】   

選挙や政治、地域や生活課題など、身近な事柄に係る討論を経験するこ 暮  
：  

‡とにより、選挙・政治の大切さについて関心を高め、将来の有権者とし  

＼．ての存在を意識するきっかけをつくる学習機会の場です。   

＼  ／  

4  




